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山下ふ頭の再開発

YHRが提案する開発事業

医療・防災センター

水素エネルギーセンター

＜社会を覆う不安＞ ＜山下ふ頭に導入する施設＞

①急激な貿易赤字の増大

②物価高騰、インフレなど

③エネルギー、食糧不足

④地球温暖化、気候変動

⑤大災害発生の懸念

⑥消えないコロナ禍

10万kW

国際展示場(IEC)

コンサート会場

25万㎡

７ 万人
ホテル・宿泊施設 １万室



提案の事業構成
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①国際展示場 （25万㎡）

②コンサート会場 （7万人収容）

③ホテル・宿泊施設 （5千～1万室）

④水素ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ （10万kWh）

月 火 水 木 金 土 日

20万人/日 7万人/日



状況を変えるゲームチェンジャーが国際展示場

“MICE”とは異なる“国際展示場”
ゲームチェンジャー

展示場・コンサート：「行かねばならない」

観光：「来てもらう」

来場者範囲：20～50万人/日
トラック：500～2,000台/日

基準来場者：20万人/日

集客エンジン 4
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市民の意見を広く遍く聞き、様々なアイデア提案募集

横浜市が行政として山下ふ頭開発を進める

HOW（どのように開発するか）

繰り返しアイデアを公募・議論、深化・収斂

全ての横浜市民 YHRなどの港湾人

関心ある人々市民・法人提案者

グローバルなベストプラクティス研究、委員会組成、
山下ふ頭の将来あるべき姿・実現性高い構想を描く

意
見
交
換

横浜市・市民・港湾人などが主体的に最終案を決定する

横浜市行政:IR/カジノ事業推進失敗の反省によるけじめが必須

出所： YHR事務局作成
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山下ふ頭の再開発に際して

YHRは実証事業を実施
YHRは山下ふ頭を当事者として開発する重大な責任持って

います。架空の絵空事の開発案ではなく、しっかりとした開発
事業にまとめ上げる予定です。そこで、現在空いている山下
ふ頭の空き地を利用して実証事業を実施して参ります。

1. WHERE ：山下ふ頭一期地区（山下公園側１２㌶）

2. WHY ：山下ふ頭再開発事業を確実に成功させるため

成功する事業か失敗する事業かの見極めを事前に検証

3. WHAT ：展示場、イベント、展覧会、コンサートなど

4. WHO ：YHR、発案者、行政

5. WHEN ：２０２３年夏～開発事業決定まで

6. HOW ：収益性、集客性、経済効果を計測して全体効果を検証

7. HOW MUCH ：投資規模の推測・検証



2019.7.14 EXILE 
ドーベルマンインフィニティ―
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山下ふ頭一期地区・４号上屋（区割り）

1.2.3.4区画は、バス発着基地及び国有地となっており、利用が難しい。
5.6.7.8.9.10区画はほぼ全面的に実証事業として利用可能
それぞれの区画が1.2㌶ほどの面積を有す。
４号上屋は総面積約6,000㎡となっており、2,000㎡ずつの3区画に別れている。昭和
40年代に構築され、独特の雰囲気を醸し出しています。



山下ふ頭一期地区・４号上屋
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実証事業で明らかにする

国際展示場・イベントの経済効果
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経済効果 試算前提条件：
・前ページと同等の展示会規模（試算単価）
・YHR展示スペース ２５万㎡（稼働率60％）
*  総参加者数： 東京ビッグサイト来場者数（2013～2019年実測値平均）を基礎に展示面積比で算出
** 雇用者数 ： 年間の新規雇用者数の予測値

出所： YHR事務局試算

展示スペース 25 万㎡
出店者・社数 21 万社

来場者数 4,500 万人/年

宿泊者数 200 万人/年

雇用者数 2.5 万人

商談金額 6.8 兆円/年

直接経済効果 1.1 兆円/年

副次的経済普及効果 2 兆円/年

国際展示場（IEC）の経済波及効果

実証事業を実施
することにより、
これらの項目を
検証していく

推
計
さ
れ
た
経
済
効
果

✔
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URLから抜粋 （https://iqrafudosan.com/channel/harbour-district）

臨港地区・分区条例・商港区

分区とは、臨港地区内で、機能・目的別に区分して指定した区域で、それぞれの目的に従って、条例により構築物の用途
を規制

横浜市：臨港地区に商港区・工業港区・マリーナ港区・修景厚生港区の４つの分区を設けて、「横浜港臨港地区
内の分区における構築物の規制に関する条例」により、分区の目的にあわない構築物の建設や用途の変更を禁止

商港区
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✔
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✔
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HOW（実証事業の進め方）

出所： YHR事務局作成



＜メモ＞
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